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ま
た
、
地
域
の
人
達
が
も
っ
と
学

校
行
事
に
参
加
す
れ
ば
、
子
ど
も
た

ち
や
先
生
に
大
変
良
い
刺
激
と
な
る
。

保
護
者
や
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
協

議
会
、
民
生
・
児
童
委
員
等
に
、
積

極
的
に
学
校
に
出
向
い
て
意
見
を
出

し
て
も
ら
う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
訪
問
者
数
は
、
各
学
校

で
把
握
し
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

協
議
会
等
へ
情
報
提
供
し
て
い
る
。

訪
問
者
に
は
原
則
、
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
学
区

域
分
布
等
を
検
証
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
設
的
な
意
見
を
出
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
学
校
か
ら
の
情

者
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。
区
内
業

者
の
育
成
を
考
え
れ
ば
、
区
内
業
者

発
注
割
合
の
最
終
目
標
は

�00
％
で
あ

る
べ
き
だ
。
今
後
の
割
合
目
標
を
ど

の
程
度
と
考
え
て
い
る
の
か
。

【
総
務
】
工
事
契
約
は
、
件
数
、
金

額
と
も
区
内
業
者
へ
の
発
注
は
90
％

を
超
え
て
い
る
。
専
門
性
の
高
い
工

事
等
は
、
区
外
業
者
を
指
名
す
る
場

合
も
あ
る
が
、
よ
り
高
い
発
注
率
を

目
指
し
て
い
く
。

あ
だ
ち
産
業
芸
術
プ
ラ
ザ
を
学
生
達

に
魅
力
あ
る
施
設
に

【
問
】
旧
庁
舎
跡
に
建
っ
た
あ
だ
ち

産
業
芸
術
プ
ラ
ザ
は
、
使
い
勝
手
が

悪
く
利
用
が
少
な
い
と
聞
く
。
千
住

は
今
後
、
１
万
人
を
超
え
る
学
生
達

が
集
う
街
に
な
る
の
だ
か
ら
、
彼
ら

に
魅
力
あ
る
施
設
と
し
て
変
わ
っ
て

い
く
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
産
業
経
済
】
平
成
24
年
に
は
５
つ

の
大
学
が
出
揃
い
、
学
生
数
も
１
万

し
な
が
ら
、
執
行
機
関
の
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
後
も
建
設
的
な
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
区
民
が
愛
着
を
持
ち
、
あ
る
い

は
誇
り
に
思
え
る
ふ
る
さ
と
足
立
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

地
方
分
権
の
推
進
と
今
後
の
区
政
運

営
に
つ
い
て
伺
う

【
問
】
地
方
分
権
が
地
域
主
権
と
い

今
後
の
区
政
運
営
を
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
く
の
か

【
問
】
財
政
調
整
交
付
金
は

�00
億
円

前
後
の
減
額
が
予
想
さ
れ
、
来
年
度

予
算
の
査
定
は
厳
し
い
も
の
に
な
る
。

ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
す
る
の
か
、

各
種
基
金
の
取
扱
い
も
含
め
伺
う
。

　

ま
た
、
官
か
ら
民
へ
の
シ
フ
ト
等
、

大
胆
な
区
政
改
革
が
望
ま
れ
る
が
、

今
後
の
区
政
運
営
に
お
け
る
経
営
と

い
う
視
点
で
の
区
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
区
長
】
事
業
コ
ス
ト
と
効
果
の
数

値
化
を
図
る
等
に
よ
り
、
事
業
の
選

択
と
集
中
を
一
層
強
化
す
る
。
一
方
、

区
を
取
り
巻
く
好
機
を
逃
が
さ
な
い

よ
う
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
戦

略
に
沿
っ
て
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
も
充
分
配
慮
す
る
。
各
種
基
金

は
、
区
債
の
残
高
と
の
バ
ラ
ン
ス
も

考
慮
し
、
有
効
に
活
用
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
予
算
と
、
効
果
・
果
実
を

常
に
意
識
し
た
民
間
企
業
と
同
様
の

経
営
感
覚
を
、
末
端
の
職
員
ま
で
共

有
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
考
え

る
。
「
自
己
改
革
で
き
る
自
治
体
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
、
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
。

区
内
業
者
発
注
割
合
の
最
終
目
標
は

100
％
で
あ
る
べ
き
だ

【
問
】
厳
し
い
景
気
の
中
、
区
内
業

人
を
超
え
る
。
東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー

に
は
産
学
公
連
携
の
一
翼
を
担
っ
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
、
大
学
を
核
と

し
た
再
構
築
を
視
野
に
、
交
渉
に
入

る
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

売
却
で
き
な
い
未
利
用
地
を
子
ど
も

広
場
等
に
活
用
で
き
な
い
か

【
問
】
未
利
用
地
売
却
の
入
札
は
、

不
調
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
未
利

用
地
を
放
置
し
て
お
く
だ
け
で
は
も

っ
た
い
な
い
の
で
、
子
ど
も
広
場
等
、

公
園
と
し
て
の
活
用
は
で
き
な
い
か
。

【
資
産
管
理
】
従
前
か
ら
地
域
の
要

望
に
よ
り
、
こ
ど
も
広
場
や
暫
定
運

動
場
と
し
て
一
時
開
放
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
今
後
も
、
駐
車
場
等

の
暫
定
利
用
が
で
き
な
い
用
地
は
、

地
域
の
要
望
を
踏
ま
え
、
極
力
地
域

に
開
放
し
て
い
き
た
い
。

備
蓄
医
薬
品
の
再
利
用
は
可
能
か

【
問
】
避
難
所
に
は
34
品
目
の
備
蓄

医
薬
品
が
あ
り
、
一
定
期
間
を
経
て

廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
キ
ズ
テ
ー
プ
は

１
避
難
所
に
22
箱
、
区
内

�25
避
難
所

計
で
２
千

750
箱
、
か
ぜ
薬
は
千

250
人

分
が
廃
棄
だ
。
再
利
用
の
考
え
は
。

【
危
機
管
理
】
キ
ズ
テ
ー
プ
は
、
か

ぜ
薬
等
と
異
な
り
薬
事
法
の
規
制
の

範
囲
外
で
あ
る
た
め
、
再
利
用
可
能

で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

品
質
確
保
の
基
準
を
遵
守
し
な
が
ら
、

次
回
の
入
れ
替
え
時
よ
り
再
利
用
を

実
施
し
て
い
く
。

舎
人
公
園
の
春
の
花
火
と
千
本
桜
ま

つ
り
を
継
続
的
に
実
施
す
べ
き
だ

【
問
】
舎
人
公
園
の
春
の
花
火
と
千

本
桜
ま
つ
り
は
、
駐
車
場
も
あ
り
障

が
い
者
に
も
優
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
の

評
価
を
聞
く
。
平
成
22
年
３
月
の
開

催
以
降
は
未
定
と
の
こ
と
だ
が
、
継

続
的
に
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
産
業
経
済
】
来
年
度
以
降
も
、
舎

人
公
園
の
特
徴
を
活
か
し
、
開
催
目

的
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
都
、
関
係

各
団
体
、
庁
内
各
部
等
と
連
携
し
継

続
実
施
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
が
進
ま
な

い
理
由
は
何
か

【
問
】
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
数

は
、
平
成
20
年
１
件
、
2�
年
０
件
で

あ
る
。
足
立
区
基
本
計
画
で
は
重
要

施
策
と
な
っ
て
い
る
が
、
開
設
数
が

ま
っ
た
く
伸
び
な
い
原
因
は
何
か
。

【
福
祉
】
開
設
に
必
要
な
不
動
産
は
、

随
時
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら
申
し
出
が
あ

る
が
、
障
が
い
特
性
に
あ
っ
た
居
所

に
改
修
す
る
た
め
、
面
積
等
条
件
に

合
致
す
る
不
動
産
が
見
つ
か
ら
な
い

こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

食
物
除
去
児
童
へ
の
対
応
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か

【
問
】
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
が
原
因

に
よ
る
給
食
の
除
去
対
応
児
童
が

年
々
増
え
て
い
る
が
、
呼
吸
困
難
に

陥
る
等
の
事
故
は
起
き
て
い
な
い
か
。

　

ま
た
、
各
園
任
せ
の
対
応
だ
け
で

は
不
安
が
あ
る
。
重
度
の
ア
レ
ル

ギ
ー
児
童
が
複
数
在
園
す
る
園
へ
の

対
応
は
ど
う
か
。

【
子
ど
も
】
昨
年
度
末
に
私
立
保
育

園
１
園
で
、
４
歳
児
童
が
一
時
入
院

し
た
。
今
年
度
は
区
立
保
育
園
２
園

で
も
事
故
が
起
き
て
お
り
、
重
要
な

問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
区
は
私
立
保
育
園
長
会
に

も
「
地
域
栄
養
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交

流
会
」
へ
の
参
加
を
促
し
、
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
区
の
基
本
方
針
を
各
園

に
配
布
す
る
等
、
事
故
が
発
生
し
な

い
よ
う
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

学
校
公
開
を
教
育
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
ら
れ
な
い
か

【
問
】
小
・
中
学
校
の
学
校
公
開
の

訪
問
者
数
を
把
握
し
、
分
析
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

区
長
は
議
会
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か

【
問
】
区
長
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

実
現
す
る
上
で
、
区
長
と
同
様
に
直

接
区
民
の
信
託
を
得
て
選
出
さ
れ
た

区
議
会
議
員
、
そ
の
議
員
で
構
成
さ

れ
る
区
議
会
の
役
割
を
、
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

【
区
長
】
66
万
区
民
の
目
と
な
り
耳

と
な
り
、
行
政
全
体
を
大
き
く
包
含

厳
し
い
区
財
政
運
営
に
は

　
　
　

経
営
的
視
点
が
重
要

自
由
民
主
党

　

馬
場　

信
男　

議
員

自
由
民
主
党

　

鈴
木　

進　

議
員

足
立
区
議
会
自
由
民
主
党

足
立
区
政
の
展
望
を
問
う
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報
提
供
を
さ
ら
に
行
う
等
、
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

区
歌
「
わ
が
ま
ち
足
立
」
を
歌
え
る

よ
う
子
ど
も
た
ち
に
教
育
す
べ
き
だ

【
問
】
先
日
、
あ
る
運
動
会
を
見
学

し
た
が
、
区
歌
を
歌
え
る
子
ど
も
が

ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
真
に
地
域

や
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
た
め
、

子
ど
も
た
ち
が
ど
こ
で
も
歌
え
る
よ

う
指
導
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
教
委
長
】
小
・
中
学
校
で
は
、
入

学
式
や
卒
業
式
等
、
様
々
な
機
会
に

歌
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
員
が
正
し
く
指
導
で
き

る
よ
う
、
各
学
校
に
Ｃ
Ｄ
を
配
付
す

る
と
と
も
に
、
新
規
採
用
教
諭
等
に

も
、
歌
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

郷
土
を
愛
す
る
心
の
育
成
の
重
要

性
は
、
区
教
委
の
基
本
方
針
に
も
掲

げ
て
い
る
事
項
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気

に
大
き
な
声
で
歌
え
る
よ
う
、
各
学

校
に
指
導
し
て
い
く
。


